
 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 一関市東山町長坂字柴宿7-151 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 14 社（原木供給／2 社、製材／3 社、建材流通／2 社、プレカ
ット／2社、設計／2社、施工／3社） 価格帯 1,250～1,750万円 

代表者名 鈴木寿和（ひかり産業株式会社 代表取締役社長） 価格の基準面積 82㎡～115㎡ 

主な受賞歴等 ・日本建築文化を守る会会員 
・WB工法第４回全国大会開催 

価格に含まれない 
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
鈴木寿和 
[メール] hikari@mist.ocn.ne.jp 
[電話] 0191-48-4788 [ＦＡＸ] 0191-48-4787 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ    

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
住みやすさと快適性にこだわった家づくり 
●夏と冬で家の性能が変わります。 
●壁を透湿性のある材料で仕上げ、部屋の結露を防ぎます。 
●外部を透湿性耐力面材で囲い、建物の強度を増し地震に強い家です。 
●シックハウス対策済み。自然の力で科学物質が減少し快適な室内空間を保
ちます。 
●太陽光発電を標準装備。 
●木造軸組在来工法なので将来の増築等にも対応可能です。 

 235
WB工法建築会 
内陸南部、沿岸南部 
[グループの特徴とメッセージ] 
●私たち人間は季節に合わせ、衣替えをします。夏はTシャツ。冬はセーターを着るように。 
WB工法の家は夏は夏向きの家に。冬は冬向きの家に、電気や人力を使わずに家の性能を季節に合わせます。 
その高性能な住宅を設計し、造る工務店の集団です。 
※WB工法のWBとはW（ダブル＝2重の通気層）B（ブレス＝呼吸）で 
2重の空気層を持ち呼吸する家を表しています。 

岩手県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。


